
手
話
通
訳
者
を
養
成
す
る
講
座
を

開
催
。
希
望
者
は
四
月
十
一
日
�
に

開
く
選
考
会
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
４
月
25
日
�
〜
11
月
14
日
�

の
月
水
曜
二
十
回
、
午
後
７
時
〜
９

時
　
会
場
＝
総
合
福
祉
会
館
　
対
象

＝
手
話
サ
ー
ク
ル
歴
二
年
以
上
の
手

話
技
術
取
得
者
で
手
話
通
訳
と
し
て

市
の
登
録
試
験
を
受
け
る
予
定
が
あ

る
人
、
二
十
人
（
選
考
）

費
用
＝

千
三
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
し

込
み
＝
３
月
31
日
�
（
必
着
）
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
・
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
・
職
業
・

所
属
手
話
サ
ー
ク
ル
名
・
経
験
年
数
・

受
講
目
的
を
明
記
し
、
〒
３
７
１
―

０
０
１
７
前
橋
市
日
吉
町
二
丁
目
一

七
―
一
〇
・
総
合
福
祉
会
館
内
市
聴

覚
障
害
者
福
祉
協
会
「
手
話
通
訳
者

養
成
講
座
係
」
へ

○
…
問
い
合
わ
せ
は
障
害
福
祉
課
�

２
１
９
―
２
０
０
１
へ
。

日
時
＝
４
月
14
日
〜
12
月
15
日
の
木

曜
、
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
会
場

＝
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
新

前
橋
町
）

対
象
＝
在
宅
の
中
途
失

明
者
、
先
着
三
十
人
　
内
容
＝
感
覚

訓
練
、
点
字
指
導
、
盲
人
用
具
の
使

用
方
法
、
歩
行
訓
練
か
ら
希
望
の
も

の
を
選
択
　
申
し
込
み
＝
４
月
１
日

�
ま
で
に
障
害
福
祉
課
�
２
１
９
―

２
０
０
１
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
県
視

覚
障
害
者
福
祉
協
会
�
２
５
５
―
６

６
７
７

総
合
福
祉
会
館
で
は
、
心
に
病
を

持
つ
人
の
社
会
参
加
と
、
仲
間
と
の

交
流
を
支
援
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

人
と
の
交
流
に
自
信
が
な
い
、
昼

間
行
き
場
所
が
な
い
人
な
ど
、
精
神

科
・
神
経
科
の
治
療
を
受
け
て
い
る

人
が
対
象
で
す
。
な
お
、
主
治
医
の

了
解
が
必
要
で
す
。

活
動
日
＝
月
二
回
、
午
後
　
会
場
＝

総
合
福
祉
会
館
（
日
吉
町
二
丁
目
）

対
象
＝
統
合
失
調
症
の
人
な
ど
、
十

人
（
選
考
）

内
容
＝
仲
間
と
の
会

話
、
調
理
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
　
申
し
込
み
＝
障

害
福
祉
課
�
２
１
９
―
２
０
０
５
へ

交
通
事
故
や
労
働
災
害
で
親
を
亡

く
し
た
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
を

扶
養
し
て
い
る
保
護
者
に
、
災
害
遺

児
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
＝
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
。

�
交
通
事
故
（
陸
上
・
海
上
・
航
空
）

や
労
働
災
害
で
生
計
の
中
心
で
あ
る

父
母
や
こ
れ
に
準
じ
る
人
が
死
亡
し

た
り
、
重
度
の
障
害
の
状
態
に
な
っ

た
り
し
た
児
童
の
親
権
者
か
そ
れ
に

代
わ
る
立
場
に
あ
る
�
児
童
を
扶
養

し
世
帯
が
同
じ
�
本
市
在
住
で
住
民

票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
　
支
給
月
額

＝
遺
児
一
人
に
つ
き
三
千
五
百
円
　

申
し
込
み
＝
印
鑑
、
保
護
者
名
義
の

預
金
通
帳
、
事
故
や
障
害
の
程
度
を

証
す
る
書
類
な
ど
を
用
意
し
て
市
役

所
児
童
家
庭
課
（
�
８
９
０
―
６
２

７
７
）
へ
直
接

老
人
セ
ン
タ
ー
で
遊
ぼ
う
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
26
日
�
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
お
お
と
も
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
対
象
＝
小
６
ま

で
と
そ
の
保
護
者
、
お
年
寄
り
な
ど
、

先
着
二
十
組
　
内
容
＝
紙
芝
居
、
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど
　
申
し
込
み
＝

３
月
25
日
�
ま
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
�
２
３
２
―
３
８
４
８
へ

上
毛
電
気
鉄
道
の
大
胡
駅
北
側
に

あ
る
市
営
駐
車
場
に
軽
自
動
車
用
の

空
き
が
あ
り
、
利
用
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

大
胡
駅
は
中
央
前
橋
駅
ま
で
二
十

分
ほ
ど
。
約
三
十
分
間
隔
で
電
車
が

利
用
で
き
ま
す
。年
度
の
替
わ
り
に
、

渋
滞
が
な
く
、
環
境
に
も
や
さ
し
い

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
で
通
勤
し
ま

せ
ん
か
。

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

十
八
歳
以
上
の
人
　
募
集
台
数
＝
先

着
二
台
（
軽
自
動
車
用
）

使
用
料

（
月
額
）＝
三
千
円
　
申
し
込
み
＝
３

月
22
日
�
か
ら
交
通
政
策
課
�
８
９

０
―
６
２
６
２
へ
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富
士
見
温
泉
見
晴
ら
し
の
湯

「
ふ
れ
あ
い
館
」
は
、
赤
城
山
を

背
に
、
標
高
三
百
五
十
�
の
高
さ

に
あ
る
温
泉
で
す
。
大
浴
場
・
露

天
風
呂
・
サ
ウ
ナ
な
ど
で
日
ご
ろ

の
疲
れ
を
癒
や
し
ま
せ
ん
か
。
特

に
露
天
風
呂
か
ら
の
眺
め
は
、
夜

景
が
素
晴
ら
し
い
と
評
判
。
ま
た
、

カ
ラ
オ
ケ
を
備
え
た
多
目
的
室
や
、

地
元
の
素
材
を
生
か
し
た
食
堂
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

赤
城
山
大
沼
、
小
沼
な
ど
は
も

ち
ろ
ん
、
国
道
３
５
３
号
を
利
用

し
、
赤
城
神
社
や
ク
ロ
ー
ネ
ン
ベ

ル
ク
へ
出
掛
け
た
と
き
に
も
お
寄

り
く
だ
さ
い
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
富
士
見
温
泉

見
晴
ら
し
の
湯
「
ふ
れ
あ
い
館
」

�
２
３
０
―
５
５
５
５
へ
。

夜
景
も
お
薦
め

見
晴
ら
し
の
湯

赤城山中腹の見晴らしの湯

手
話
通
訳
養
成
す
る

講
座
を
開
き
ま
す

大
胡
駅
前
の
駐
車
場

軽
自
動
車
用
に
空
き

中
途
失
明
し
た
人
に

生
活
訓
練
の
講
座

精
神
に
障
害
持
つ
人

社
会
参
加
を
支
援

遺
児
の
扶
養
者

手
当
の
活
用
を

世
代
超
え
て
遊
ぼ
う

老
人
セ
ン
タ
ー
で

（三俣町一丁目）�
明治38年3月6日生まれ�


